
ム
巴，，

夫氏
、ミ

す

，、

ーー「

機

不

可

失

時

不

再

来

「

機

失

う
べ

か

ら

ず、

時

再

び

来
た

ら

ず
」

（

チ

ャ

ン

ス

は

逃
し

て

は
い

け

な

い
。

時

間
は

二

度
と

戻

ら

な

い

の

だ

か

ら）
。

こ

の

単

純

明

快

な

格

言

は、

激
励
の

現

代

中

国
の

政

治

史
に

お
い

て
、

最

終

的
に

は

権

力

闘

争
に

勝

ち

抜
い

た

郡

小

平

が

最

も

好
み
、

自
ら
の

政

治

的

信

条
に

し

た

苫

葉
で

あ

る
。

そ
の

明

確

な

出

典

は

定

か

で

な

い

け

れ

ぜんと〈書〈

ど
、

秦

代
の

『

戦

国

策」

の

な
か

に
、
「

敵

不

可

易、

時

不

可

失
」

（

敵

易
か

る
べ

か

ら

ず、

時

失

う
べ

か

ら

ず）

と

あ

り、

ま

た

「

時

不

再

来
」

は

し

ば

し

ば

枯

苫
に

登

渇

す

る一
．面

接

な
の

で
、

部

小

平

自

題
字

新
井

光
mtl 

_,}!-. 

ノを
すミ二

q、

ノi�

L一一

身

が
こ

乙

に

記
し

た

よ

う

に

言
い

換
え

た

の

で

は

な
い

か

と

思

わ

れ

る
。

だ

と

す

れ
ば、

そ
の

こ

と

自

体
が
い

か

に

も

都

小

平
ら

し

い

と

い

え

よ

う
。

部
小

平
は

権

謀

術

数

が

渦

巻

く

中

国

共

産

党
の

政

治

的

郷

台
で

三

位

失

脚
し

て

ま

た

似

栴
し
、

以

後
に

は

「

改

革
・

開

放
」

政

策

を

掲

げ
て

今
日
の

中

国

社

会
の

発

展
に

指

針

を

与
え

た

指

導

者
で

あ

もうた〈とう
しゅうおんらい

る
が、

毛

沢

東
や

周

恩

来
の

よ

う
に

学

識

を

表

明

きんこうけんが〈

す

る

よ

う

な

人

物
で

は

な

か
っ

た
。

「

勤
工

倹

学
」

の

門

学
生

と

し

て

フ

ラ

ン

ス

に

留

学
し

た

も
の

の

学

歴

は

そ

れ

だ

け

で
、

彼
の

政

治

信

条
は

単

純
で

中
嶋

嶺

雄

過言
中

嶋

嶺

雄

（
な
か

じ

ま
・

み
ね
お）

川
際
教
民
大
川「
剛州
市V
HK
・

川，r
HX

1
9
3
6
年
（
附

初
日）

長
野
県
総
本
市
生
ま
れ

市氷
点
大
学
大
wV
院

社
会
学
研
究
利
修
f

u礼
会
学
問
上

川
際
社
会
学

打

点ぃ
以
外
川
M州
大
学
学
長、

川ら
仏
大
乍
協
会
副
会

H火 、
文
部
料
品作r
行
中
央
教
山川
得
点
会
委
U 、
内
問
教

育
再
生
会
ぷ
委
U、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
川
U．
・火
山ワr、

ハ

リ
政
治
学
・収、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
乍
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
大

学
院
存
μ
教
股
な
ど
を
僚
任
←
中
凶い
「
北
ぷ
烈
烈」

（
サ
ン
ト
リ
ー
学
去
賞
受
賞）
『
な
ぜ
同
際
教
長
大
学

で
人
材
は
打
つ
の
か‘

な
ど
怯H
A
多
敬

2
0
0
3
年

度
「．
止
崎
大
性」

受
賞。

あ
っ

た
。

そ
の

単

純
さ

が

彼

を

最

終

的
な

勝

利
に

導
い

た

の

だ

と
い

え

よ

う
。

一

九

六

六

年

夏
に

始

り・うしようき

ま
っ

た

文

化

大

革

命
で

は

劉

少

奇

国

家

主

席
と

と

りょうし・う

も
に

実

権

派
の

領

袖
と

し

て

失

脚
し

た

が
、

一

九

じ一
ぺ

年
に

は

副

総
則
と

し

て

復

権
。

周

恩

来

死

後

の
一

九

ヒ

六

年

間

円
の

第
一

次

天

安

川

事

件
で

は

「

走

資

派
」

と

し

て

再

失

脚、

同

年

九

月
の

毛

沢

東

死

後、

北

京
政

変
で

「

四

人

組
」

を

逮

捕
し

て

かこ〈ほう

権

力

を

掠
っ

た

唯

凶

鈴
主

席

を

追

放
し

て

三

度

円

の

復

活

を

果
た

し

た
。

九

0

年

代

初

頭
か

ら
は

保

守

派
の

低

抗

を

抑
え

て

「

改

革
・

開

放
」

政

策

を
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推

進
し

た
。

そ
の

都

小

平
は

結

局

毛

沢

東

同

様
の

「

赤
い

皇

帝
」

と

な

り、

中

国

社

会
の

民

主

化
に

M制W

ヲ秀
は

対

抗
し

て
一

九

八

九

年
六

月
の
「

血
の

日

限
日
」

第
二

次

天

安

門

事

件
で

は

市

民
や

学

生
へ

の

銃

唯

3 
J 

�� 
�i 

自由
＠ を

A
叩
じ
た
。

こ

の

よ

う

な

郡

小

平
に

関
し

て

は
、

私
は

政

重

な

経

験

を
し

て

い

る
。

そ

れ
は
一

九

六

六

年

卜
一

月

十
二

U、

北

京
の

人

民
大

会
堂
で
「

孫

文

生

誕

百

周

年

記

念

大

会
」

が

聞
か

れ
た

と

き
の

こ

と
で

あ

る
。

孫

文
の

革

命
に

は

日

本

人
が

支

援
し

た

と
い

う
の

で
、

私
た

ち

日

本

代

表

団

は

HM

前

列
に

郎

を

与
え

ら

れ

て

い

た
。

岨
ヒ

に

は

周

思

米

首

相
や

係

文
夫

人
の

そうけいれい

そうそう

宋
腿

齢

国
家

訓主

席

ら

仰
々

た

る

．些
人

が

並

ん

で

い

る
の

に、

肝

心
の

劉

少

奇

国

家

主

席
や

郡

小

平

総

書

記
の

姿
が

な

いよか

い
。

と

語
っ

て

い

る
と

こ

の

二

人
が

舞

台
の

右

手
か

ら

遅

れ

て

笠

思

し

た

の

に

全

く

拍

手
が

起
こ

ら

な
か
っ

た
。

私
は

そ
の

瞬

間
に

こ

れ
が

実

権

派

打

倒
の

文

化

大

革

命

な

の

だ

と

悟
っ

た

の

だ

が
、

大

会
が

始
ま

る
と

孫

文

生

誕

百

周

年
記

念
は

そ
っ

ち
の

け
で
、

周

恩

来
ま
で
「

毛

主

防

万

蔵
！

万
々

蔵
！
」

を

絶

叫
し

て
い

た
。

そ
の

と

き
の

郡

小

平
の

安

を

忘

れ

る

乙

と

が

で

き

な

い

が
、

「
い

ま

に

見
て

い

ろ
」

と
い

う

表

情
で

周

恩

来

を
に

ら
め
つ

け

て
い

た
。

捌
ぺ
l
ジ
に
色
紙
フ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
要
領

が
破っ
てい
ま
す 。
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体育学を学1l�o

人を動かす人にはる。




